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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、UTP（ウリジン三リン酸）からCTP（シチジン三リン酸）への触媒的変換を担う酵素をコードしている。この反応は、リン脂質と核酸の生合成における重要なステップである。このタンパク質の活性は免疫系において重要であり、この遺伝子の機能喪失は免疫不全と関連付けられている。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2014年7月],触媒活性：ATP + UTP + NH(3) = ADP + リン酸 + CTP。,酵素調節：GTPによって活性化され、CTPによって阻害される。,機能：L-グルタミンまたはアンモニアを窒素源として、ATP依存性のUTPからCTPへのアミノ化を触媒する。,経路：ピリミジン代謝; de novo経路によるCTP生合成; UDP からの CTP: ステップ 2/2。,類似性:CTP 合成酵素ファミリーに属します。,類似性:グルタミンアミドトランスフェラーゼ 1 型ドメインを 1 つ含みます。,
	研究分野
	ピリミジン代謝;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肝癌組織における CTPS 抗体の免疫組織化学分析。
	

	CTPS 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	CTPSポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	CTPSポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

